
令和５年度家族学習会

Houkagootou  DAY  SERVICE  MIRAI



令和５年度家族学習会

松山市における卒業後のながれについて
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令和６年度からの変更点

生活介護
報酬体系の変化 ⇒ 開所時間による報酬の変化

（放課後等デイサービス等と同じ）

定員数の緩和（一部不明）

サービス全体 行動障がいをもつ人たちへの支援の強化
専門的支援を行った際の報酬を追加

就労移行 ⇒ 現在松山市については高校卒業後に就労Ｂを希望する
際は就労移行が必須

（全国的には異なる）
令和７年度からは全国統一 名前は就労選択支援へ

Houkagootou  DAY  SERVICE  MIRAI



初めての方もいるのでおさらいを・・・

みなら特別支援学校の卒業生が毎年６０人くらい
附属特別支援学校の卒業生が毎年１０人くらい
みなら特別支援学校城北分校の卒業生が毎年２０人くらい

この３校でおおよそ９０人くらいが毎年卒業することとなります

この情報を踏まえたうえで、各サービスの推移を考えていく
必要があります



ちなみに２０２１年度時点での障がい基礎年金は
下記の通りとなります

障がい基礎年金１級 月 ８１３４３円
年９７６１２５円

障がい基礎年金２級 月 ６５０７５円
年７８０９００円

この金額が２０歳以降に本人の収入となります
この収入に作業工賃が加算された額が、本人の年収となります



はじめに
卒業後の進路をどうデザインしていくか
今一度復習を

一般就労
①通常雇用
②障がい者枠での雇用
③特例子会社等での雇用

福祉的就労
①就労移行
②就労継続A型
③就労継続B型
④生活介護 以上のパターンがあります
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一般就労
①通常雇用
②障がい者枠での雇用 ⇒法定雇用率等で算出

参考令和５年２月現在
福角会３７０人のうち１２人

③特例子会社等での雇用 ⇒企業が障がい者を主に雇用す
る目的で設立した会社
伊予銀チャレンジ 三浦工業

福祉的就労
①就労移行
②就労継続A型
③就労継続B型
④生活介護 以上のパターンがあります
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一般就労
①通常雇用
②障がい者枠での雇用
③特例子会社等での雇用

福祉的就労
①就労移行 ⇒ 一般就労に向けての練習期間

最長２年間
②就労継続A型 ⇒ 雇用契約を結び、就労

最低賃金保障 週２０時間程度の勤務
③就労継続B型 ⇒ 福祉的就労 工賃月３０００円以上

作業内容・賃金等は多岐にわたる
④生活介護 ⇒ 軽作業やレクレーション等

工賃等の規定はなし 内容は多岐にわたる
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一般就労
①通常雇用
②障がい者枠での雇用
③特例子会社等での雇用

福祉的就労
①就労移行 ⇒ 就労に向けて学ぶ予備校

②就労継続A型 ⇒ 工場（作業内容は様々：
井関や三浦の工場をイメージ）

③就労継続B型 ⇒ 作業所（部品作り、ウェイター、キッチン等）

④生活介護 ⇒ デイサービス・もしくは軽作業中心の作業所
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一般就労
①通常雇用
②障がい者枠での雇用
③特例子会社等での雇用

福角会にあてはめると
福祉的就労

①就労移行 ⇒ 松山福祉園
②就労継続A型 ⇒ なし
③就労継続B型 ⇒ 松山福祉園・ラルーチェ
④生活介護 ⇒ 松山福祉園・ラルーチェ・いつきの里

ウィズ・MORE
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福角会にあてはめると
福祉的就労

①就労移行 ⇒ 松山福祉園
②就労継続A型 ⇒ なし
③就労継続B型 ⇒ 松山福祉園・ラルーチェ
④生活介護 ⇒ 松山福祉園・ラルーチェ・いつきの里

ウィズ・MORE

作業中心 A型より 工賃２７０００円程度
作業中心 生活介護より 工賃２００００円程度
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福角会にあてはめると
福祉的就労

①就労移行 ⇒ 松山福祉園
②就労継続A型 ⇒ なし
③就労継続B型 ⇒ 松山福祉園・ラルーチェ
④生活介護 ⇒ 松山福祉園・ラルーチェ・いつきの里

ウィズ・MORE

作業中心 工賃１５０００円程度
作業中心 生活介護より 工賃２００００円程度

作業とレクレーションの混在 工賃２０００円程度
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福角会にあてはめると
福祉的就労

①就労移行 ⇒ 松山福祉園
②就労継続A型 ⇒ なし
③就労継続B型 ⇒ 松山福祉園・ラルーチェ
④生活介護 ⇒ 松山福祉園・ラルーチェ・いつきの里

ウィズ・MORE

作業とレクレーションの混在 工賃１０００円程度

レクレーションと運動中心
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令和５年度の傾向

A型事業所 ⇒ ４５事業所⇒４７事業所（昨年度研修時点から３事業所増
１事業所減 トータル２事業所増 増加のうち２事業所は県外資本）

B型事業所 ⇒ ８６事業所⇒１０１事業所（昨年度から１５事業所増）
一部県外資本流入 人手不足からか漬物会社や歯医者が就労B
型を立ち上げ、仕事を委託している）

生活介護 ⇒ ６８事業所⇒７７事業所（昨年度より新規で９事業所増、うち６
か所は共生型、２か所が人材派遣会社 県外資本増）

就労移行 ⇒ １４事業所（昨年度と同様 トータル変わらず）

事業所数は増加 一方で事業所の作業内容は難度増
事業所を交代する場面も増加（雇用契約のため）
送迎等はほぼなし（自分で通勤が前提）
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令和５年度の傾向

A型事業所 ⇒ ４５事業所⇒４７事業所（昨年度研修時点から３事業所増
１事業所減 トータル２事業所増 増加のうち２事業所は県外資本）

B型事業所 ⇒ ８６事業所⇒１０１事業所（昨年度から１５事業所増）
一部県外資本流入 人手不足からか漬物会社や歯医者が就労B
型を立ち上げ、仕事を委託している）

生活介護 ⇒ ６８事業所⇒７７事業所（昨年度より新規で９事業所増、うち６
か所は共生型、２か所が人材派遣会社 県外資本増）

就労移行 ⇒ １４事業所（昨年度と同様 トータル変わらず）

事業所数は増加 作業工賃が本体報酬に直結
作業難度は年ごとに増加 現在はまだ事業所数が増加気味
利用者を獲得するための競争開始

Houkagootou  DAY  SERVICE  MIRAI



令和５年度の傾向

A型事業所 ⇒ ４５事業所⇒４７事業所（昨年度研修時点から３事業所増
１事業所減 トータル２事業所増 増加のうち２事業所は県外資本）

B型事業所 ⇒ ８６事業所⇒１０１事業所（昨年度から１５事業所増）
一部県外資本流入 人手不足からか漬物会社や歯医者が就労B
型を立ち上げ、仕事を委託している）

生活介護 ⇒ ６８事業所⇒７７事業所（昨年度より新規で９事業所増、うち６
か所は共生型、２か所が人材派遣会社 県外資本増）

就労移行 ⇒ １４事業所（昨年度と同様 トータル変わらず）

サービス数は増加気味
共生型（老人デイの施設を利用しての生活介護）の増加が中心
施設設備、スタッフ等がマッチしていない場面も（ジム型等）
県外資本増
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令和５年度の傾向

A型事業所 ⇒ ４５事業所⇒４７事業所（昨年度研修時点から３事業所増
１事業所減 トータル２事業所増 増加のうち２事業所は県外資本）

B型事業所 ⇒ ８６事業所⇒１０１事業所（昨年度から１５事業所増）
一部県外資本流入 人手不足からか漬物会社や歯医者が就労B
型を立ち上げ、仕事を委託している）

生活介護 ⇒ ６８事業所⇒７７事業所（昨年度より新規で９事業所増、うち６
か所は共生型、２か所が人材派遣会社 県外資本増）

就労移行 ⇒ １４事業所（昨年度と同様 トータル変わらず）

サービス数は今年度も維持 トータルとしては減少中
先にあげたB型事業所に高校卒業後に通う際、予め就労移行を
実施しておく必要性があるため、B型利用前の就労移行は計画的
に。
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生活の場についての傾向

家庭 今後新規に設立は困難

入所施設

グループホーム サテライト
世話人常駐 介護サービス包括型
世話人非常駐
外部サービス利用型
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Q：卒業後の生活はどうなるのか？

グループホーム種類

① 介護サービス包括型
（生活の支援をグループホームの職員が提供する形）

② 外部サービス利用型
（生活の支援をグループホームの職員だけでなく、外
部のヘルパー事業所の職員が提供する形）

～今後松山市の状況を踏まえてどう考える？～



Q：卒業後の生活はどうなるのか？

グループホーム種類

③ 日中サービス支援型
（日中の時間帯もグループホームで過ごすことができ
るタイプ）

④ サテライト型
（グループホームの近くにあるワンルームマンション
などで障がいのある人が一人暮らしをするタイプ）

～今後松山市の状況を踏まえてどう考える？～



Q：卒業後の生活はどうなるのか？

A：基本はお家から事業所に通う形になると思います。

グループホームや入所施設を希望する方もいるか
と思いますが、以前の話にも出たように、入所施設に
ついては、凡そ１００～２００名の待機者がいる場合
が多いです。

～今後松山市の状況を踏まえてどう考える？～



Q：卒業後の生活はどうなるのか？

A：グループホームは２０２４年３月１日現在６２箇
所ほどです。定員は４名～１００名余りとグループ
ホームによって様々です。
注意しておくべきは、世話人さんが常駐するタイプ
（世話人常駐型グループホーム・旧ケアホーム）、
朝夕等部分的に支援が入るタイプ、一人暮らしをし
つつ、困ったことがあれば支援が入るタイプ（サテ
ライト型）、等色々なタイプがあり、まとめてグ
ループホームと言われていることです。

～今後松山市の状況を踏まえてどう考える？～



また介護サービス包括型といっても様々です。
支援者が入浴や食事等ほぼ全て支援するタイプもあれ
ば、部分的な支援（確認等）のタイプもあるため、確認
が必要です。

このあたりは愛媛県のホームページ
愛媛県庁／障がいのある方のための施設案内
を参考にするとよいかもしれません。

～今後松山市の状況を踏まえてどう考える？～



事業所の中には複数のタイプのグループホームを
運営しているところもありますが、指定種別（先ほ
どの４種類のことです）は１つのため、確認をして
おく必要があります。

一例：福角会のぞみホームズ
介護サービス包括型だけでなく、サテライト型
も運営している

～今後松山市の状況を踏まえてどう考える？～



まとめると・・・
日中の場 と 生活の場

就労継続・一般就労 グループホーム 家庭
就労継続A・B 入所施設（※１）

生活介護
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※１ 入所施設については日中の場と生活の場が同じ場合が多い



日中の場 と 生活の場

ではどちらを先に考えるべきなのか？

一例：日中の場が先の場合
作業や活動等を第一に考えられる
日中の場までの通勤方法等は自助努力になる部分も

自分で通勤 家族が送迎 等
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日中の場 と 生活の場

ではどちらを先に考えるべきなのか？

一例：生活の場が先の場合
通勤方法等本人の状態をみて、日中の場を考えられる
本人の適正等に応じた活動の場が近くにない
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日中の場 と 生活の場

以上を踏まえると、この両者のバランスは

日中の場：生活の場＝５：５ ないし６：４くらいが

ベストになると考えられます
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日中の場 と 生活の場

ではこの両者は同じ事業所が良いのか？
（一例 : 福角会同士等）

メリット ： 病院受診や体調不良時のフォローアップ （サ
テライト等の場合は、生活の場で受診してください、と言わ
れる場合も。特にインフルエンザやコロナに罹患した場合は、
静養する際にどちらがフォローするかが問題に。）

デメリット ： 同じ事業所で同時に空きが出ることは少ない
ため、待機時間が必要。）Houkagootou  DAY  SERVICE  MIRAI



Q：卒業後の生活、日中活動（作業や賃金）と生活面
（将来のグループホーム等）、どちらを優先すべきな
の？

A：どちらが良いとは一概にはいえません。ただ、日
中活動の作業難度が高くなる（生活介護＜就労B＜
就労A）ほどに、職員の配置人数が下がる為、仕事
面以外のサポートは下がる傾向になります。
またグループホーム等でみると、作業難度が高い事
業所が作るグループホームほど、一人暮らしに近い
ものになります。そのため、A型事業所を希望で、
世話人常駐型のグループホームというものは成り立
たないこととなります。

～今後松山市の状況を踏まえてどう考える？～
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～城北分校についてどう考えるか～

令和８年度開校予定の城北分校ですが、現在定員はおおよ
そ１５０名となっています。通学範囲はおおよそ三津方面から中
央通り付近、北条方面となっており、一応通学バスもある予定
です。
１５０名を小学部１年から高等部３年で考えると、おおよそ１学
年１０名前後になる可能性があります。
（通常小学部より高等部の定員が多くなるため、実際はこの数
より少なくなるかもしれません）
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～まとめ～

例年同様に、地域の実情を探りつつ中学部くらいから卒業後
の進路を考えていく必要性が高まっており、そのためにも相談
支援専門員や事業所のもつ情報が重要になってきます。

卒業後の生活は長い人生の中でスタートにすぎません。
今後の傾向を考えると、数年後には生活介護事業所はかなり
厳しい状況が予想されます。
（未確定ですが次年度の改定により、新業種の参画の可能性
はあります）
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～まとめ～

特別支援学校での進路相談については、年々進路を決めるタ
イミングが早まっており、今年度も２年生の３月の懇談会の際に
決定してください、とのながれでした。（ここ数年度の特徴として、
学校のもっている情報と事業所の実態がかけ離れている場面
がありました。この辺りは確認していく必要性があります）
事業所側としては例年次年度の体制等が決まっていく時期は
秋以降の状況です。新規事業所の立ち上げや定員にかなりの
空きがない限り、一年前から空いています、とは言えない状況
です。
情報収集を行いつつ、高１、高２の期間を上手く使いながら、
進路の適正を探っていってください。
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～まとめ～

この１年間の特徴の１つに、県外の資本流入が多くなってきて
おります。今までも事業所の形態（障がい分野・老人分野・その
他等）に着目をしていくことの重要性をお伝えしてきましたが、そ
の部分がより重要視されてきつつある状況です。

⇒
簡単にいうと、選挙の際に有名人の方が、別の地方で選挙に
うってでる、みたいなイメージでしょうか。その政策（事業内容）
には注目する必要があると思います。
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～おわりに～

一般就労、福祉的就労ともに、就職して長続きする際の傾

向として、自身の気持ちを伝えることができる、ことが大きな

ポイントになります。

挨拶は人間関係を築くきっかけ作りとなるための最初の一

歩ですし、つまずいた際に助けを求めることができる力は、将

来の大きな手助けとなります。
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また先ほどのべたように、今後世話人常駐型のグループホー
ムはあまり増加しないことが予想されます。
気持ちの表出だけでなく、生活面でできることを増やすことも、
将来の選択肢を広げる重要な要素となります。

みらいの中でも引き続きこの辺りに焦点を絞ってまいりますが、
まずは生活の多くを占める家庭の中でも、このあたりを意識して
頂けると、より本人の将来の選択肢を広げることになるかと思
います。

本人のより良い生活のために、ご協力を宜しくお願いいたしま
す。 Houkagootou  DAY  SERVICE  MIRAI
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